
　変体仮名をご存知でしょうか。現在、私たちが使っているひらがなは、漢字を元にし

て作られたものです。

　現在のひらがなは、例えば「あ」⇒「安」、「い」⇒「以」、「は」⇒「波」、「く」⇒「久」の

ように成り立っています。

　このような現行の文字の他にも、かつては色々な種類のひらがながありました。それ

らを「変体仮名」といいます。歴史的史料の中には、変体仮名が用いられていること

が多く、それらを知っているのとそうでないのでは読解能力に大きな差が出ます。50

音全てをここで紹介するのは大変なので、よく使われる変体仮名をいくつかご紹介し

ましょう。
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くずし字を読むための基礎知識
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身近なところで、今でも使われているくずし字

（変体仮名）を見つけることができます。 左は、うなぎ屋ののぼりですね。ここで使わ
れている字（うなぎの「な」）は、「奈」をくずし
た変体仮名です。
また、右の看板は、だんご屋さんです。
　探してみれば、蕎麦屋、日本料理店、寿
司屋の看板、和菓子のパッケージ、はたま
た割り箸の袋（御手茂登＝おてもと）など、
身近なところにくずし字をたくさん見つけるこ
とができるでしょう。

くずし字の読解のためには、一般的にくずし字辞典を使うのが普通です。様々な出版社から多様な

辞典や参考書が出ていますので、書店や図書館で自分に合うものを探してみて下さい。
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うなぎ屋さんののぼりに

は、「奈」をくずした字が

使われています。

お団子の箱には「多」と「古」

が使われています。

＊ちなみに、濁点を付けて

「だ」、「ご」になっています。


